










いる言葉を感じられる。 親鸞がもっ とも他者に伝えよ う としたもの、 日々親鸞のそばにい
て、 その声を聞いていた人間の心にもっ とも深く残された親鸞の言葉が 『歎異抄』 によっ
て伝えられているといえよう。喩えて言うならば、一語一語は鐘の音のよ うである。音は、
人々の心を強く うち、 常識的な人間心理に揺さぶりをかけ、 またその響きは時を越えて長
く響いていく と言う感じを与えている。
それに対して、 『教行信証』 は親鸞の長年の思考の結晶である。親鸞の優れた漢文の教養
と正確な仏教知識で書かれた 『教行信証』 は、 一文一文字を厳密に使い分け、 その一つ一
つに深い意味をこめている。 「教行信証」 は冷徹な思考が深層のうねりになりながら、深い
感激の言葉が灼熱の宗教生命の火花を散らしている。美しい滑らかな漢文で表出される『教
行信証』 を読むとき、 その一行一行に深い悲しみとしみじみとした喜びが行き渡 り広がっ
ていく のを感じさせられる。 「教行信証」 は、本願海に生きている親鸞の深い信心を人々の
感覚に染み込ませる力を持っている。 私は 「教行信証」 と出会ってから十一年来 「教行信
証」 を繰り返して読み続けてきた。 そのあいだ、 そこに引用された原典も、 たく さん読ん
だ。本論では、長年の学びを踏まえ、仏教の基本原理を根拠にし、 「教行信証」 の言葉を裏
付けにしながら 『歎異抄』 の十三章の宿業の真意を忠実に探って行きたいと思う。
今までの研究によれば。 『歎異抄』 は異なるこ とを嘆ずる書物である。何に異なるか。何
を嘆ずるか。 『歎異抄』 の序によれば次のようである。
「歎異先師口伝之真信」 と、真信に異なる。真 (真如・大いなる真実) と信 (如来から賜っ





異なるこ とを嘆く のである。 異なるこ とは、 具体的に言えば、 「以白見之覚悟」 「乱他力之
宗旨」 「自見の覚悟をもって他力の宗旨を乱るこ と」 である。 すなわち、 他力を基準にし
て、人間の計らいの不正を歎ずる。










生かな うべからずとい うこ と。 この条本願をうたがう、 善悪の宿業をこころえざるな り。」
こ こ で 、 1　 本願誇 り 2　 本願誇りへの批判 3 本願誇りを批判するものへの批判
とい う三つの立場があげられている。
1　 本願誇り　 一口に本願誇りと言っても、具体的な内容を見れば、 自ら悪を作り、 往生
の因にしょ う とする 「自力作悪」 と、 本願に甘え、 附けあがり、 本願を楯にし、 本願の慈
悲に甘えて、 悪事を慎むこ とな く 、 ほしいままに悪いこ とをする 「作悪無碍」 とい う二種
がある。
2　 本願誇りへの批判　 これは常識的な考え方である。 善悪平等に衆生を救う本願があっ
ても、 悪を恐れ慎み、 できる限り悪いこ とをしないよ うに努力すべし。 悪を恐れ慎むこと
を知らないもの、 如来の本願を大事にしない、 悪を恐れ慎まないものは本願誇りというも
のであるから往生がかなわないものとい う。 浄土教が盛んになったとき、本願の大悲を誤
解し、 ここに挙げられたよ うな現実は確かにあったようである。 法然の七個条起請文にも
「弥陀の本願を頼むものは造悪をおそるるこ となかれと、 とく こ とを停止すべきこ と」 とい
う門弟の中のそういう誤解に対して戒めを促す条目がある。 (1) 親鸞の門下にもそ うい う誤
解があるよ うである。 親鸞の 「御消息集」 に 「往生にさはりなければとて、 ひがこ とをこ
のむべしとはまふしたるこ とさふらわず、かえすがえすこころえずおぼえさふらふ。」 (2) と
い う言葉にも当時の時代現実が伺える。
3 「本願誇 りへの批判」への批判　 批判者が本願を疑い、善悪の宿業を心得ないとの批判
である。 以上は次の三つの対立構図になる。
①　 本願誇り (作悪無碍・自力作悪) (絶対に本願に帰依する者) 一本願誇りの批判者 (賢善精進・自力作善)
誤　 正
以上の正誤関係を逆転して、 批判者を批判される場におく 。
②　 本願誇りの批判者 (賢善精進 ・ 自力作善) 一 本願誇りの批判者を批判する唯円房
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批判される内容である 「本願誇り」 を 「絶対に本願に帰依する者」 として定め、批判さ
れる方が正しいと、「その人をも本願誇りだとて往生かな うべからずとい うのは間違いであ
る」 という。すなわち、批判されるものの身に焦点を絞 り、 この人間についての正と誤に、
唯円房の立場を選ぶ。 批判されるものを正、 批判する方を誤の場におき、 間違ったと、 こ




で如来の本願を計らっている」、 「自分は善も悪も知らないもの」 (3) と述べている。
すなわち、 唯円房の批判を人間の身ではなく 、 往生かなうかかなわないかとい う人間の




点については問題はないと思 う。 こ こで、 唯円房の立場について考えていく ともっ と深い
ところにいける と思 う。
香月院深励は、 「本願誇りを邪見の本願誇り」 と 「信心を得たる本願ほこ り」 に区別し、
後者の願誇りを絶対に本願に帰依する、本願に頼るとい う意味で肯定的に解釈している。
香月院の受けとめ方は次のよ うである。






うに人間のはからいで本願を疑い、善悪の宿業を心得ないものと して批判している と思 う。
それは次に出てきた親鸞と唯円房との問答の言葉にもはっき り明示されている。 唯円房は
まず自己の身を親鸞の立場において、 「本願誇り」 と 「本願誇りの批判者」 を両極端に揺れ
動いている人間の計らいの働きとして同時に批判するのであるが、親鸞の言葉を語り伝え
るとい う ところで (その後の唯円房と親鸞の対話の中)、 「正」 におかれている自己の立場






人は善人よ り往生できるとするとき、 高いレベルの善・悪、 正・誤の対立関係が成立する。
それよ りさ らに次元的に高く なるのは、 親鸞の人間全体を悪人と して捉えるとい うと らえ
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方である。 「凡夫はも とよ り煩悩具足したるゆへにわるきものとおもふべし。」 (4) このよ う
にして第三章の言葉に照らして見ると、本願と宿業とい う二重のまなざしに見られたのは、
人間存在の絶対平等性、悪としての絶対平等性ということである。
こ うい う親鸞の言葉にうらづけられて、 唯円房の歎異は現実性と普遍性という二重性を
持って く る。 まず時代の現実性である。 すべての仏教の教えは、 当時の時代の現実の出来
事や具体的な人間存在に応じて生じるものなのである。 それがなければ、 現実の中で生き
る教えとは言えまい。 しかしそれだけならば、 一時一地の教えになり、長 く生き続けてい
く はずはない。すべての人間を同じ悪として捉えるこ とによってこそ、具体的な時代、 具
体的な出来事、具体的な人間を越えて、 もっ とも普遍的な意味をもってく るのである。 唯
円房の歎異は仏教の基本原理から見れば、もっ とも普遍的な人間救済の意味を持って く る。
それは仏教用語で言えば、中道の立場に立って、人間の計らいの両辺見に対する歎異である。
仏教の中道とは次のよ うである。 仏教によれば、 目に見える現象世界の中に、 大いなる
真実が働いている。即ち世界は現象と大いなる真実という二元的な存在である。それは『教
行信証』 のなかで、有為法と無為法、 世間と超世間、 広と略等の関係で表されている。 そ
うい う二元的な世界は、 「異而不可分一而不可同」、 「広略相入」 (5) と しての存在である。 そ
れを如実に一如と して とらえるときはとらえられる世界像は真如・自然 ( じねん) である。
しかし、人間の心は。現象にと らわれ、形のあるものしか見えな く なって しま う。そ して、
有かさもなければ無と、ものごとを両極端にとらえることになった。有に偏るこ とを執着、
無に偏ることを虚妄という。そ ういう人間の心を仏教用語で言えば 「両辺見に陥る」、妄念
にと らわれるとい うこ とであり、 無明とい う。 「無明何義。 謂体非明。」 (6) これは目に見え
るよ うな形と しての明がないとい う意味ではな く 、 明が体として働いているが、 形のある
ものしか見えない人間の心が明として働いている体を感じ られな く なるこ とを意味するの
である。
無明 ( 「悪慧」、 また 「疑」 などともい う) は。 「覆蔽疑網」 (7) といわれるように人間の心
を覆って、 真実に出会う障りになる。 両辺見に陥った人間には、 命の有無に、 生と死、財
産の有無に貧と富、知識の有無に賢と愚、 道徳の有無に善と悪というふうに有無を基にし
てさまざまな差別観念が生じて く る。 そい う辺見を破 り、 大いなる真実に目覚めさせるの
は、 仏教の人間救済の目的である。
二千五百年前に、釈尊は生 ・老 ・病 ・死とい う人生の問題に直面し、 それを解決する道
を求めるために、 出家して求道の道を歩んでいった。 そして釈尊は大いなる真実に目覚め
覚者 (仏) にな り、 それを人夕に伝えるために、 人間救済の道を開いた。 その道を仏教用
語で中道とい う。 「有」 と 「無」 という両辺見を破 り、人間を大いなる真実に目覚めさせる
「正念」、 「正覚」 の 「中」 である。 それは儒教思想の 「中庸」 と根本的に異なっている。儒







いように保つ、 人間の計らいでのものであるが、 仏教の中道は、 人間の計らいを根底から
破るところに実現される絶対の 「中」、 大いなる真如 ・他力によって実現される 「自然法







宿業観という言葉は 「歎異抄」 の中で、 特に第十三章の中で強く位置づけられている。
仏教に見られる人間存在の絶対平等性、本願と宿業のまなざしによってもたらされた悪と
しての絶対平等性と前に述べたが、 宿業だけのまなざしに見られるとこ ろに、 その絶対平
等性が現れるはずもない。 宿業のまなざしは、 善と悪の差によって人間の六道の中の存在
する場を決めるものである。 宿業のまなざしこそもっ とも差別の色が強いものである。 む
しろ宿業こそ根深い人間差別の元と言えよう。悪としての人間存在の絶対平等性は、なぜ、
宿業によって見られるのか。本願のまなざしがあるのである。本願のまなざしが現れると、
宿業もまた見られるものになる。 そこに初めて差別の色がなく な り、 同じよ うに宿業に操
られる衆生の絶対平等性が見えてく る。 そして。 「如来観知。 歴々瞭然 (中略) 業果法然、
衆無錯失。」 (9)業も如来のまなざしに収められ、業因業果、業、全部如来の所為である。 「業
果法然」 といわれたよ うに業の因をも業の果をも法はそ うさせたのである。
「本願を うたがう、 善悪の宿業こころえざるな り」 とい う言葉に表されたように。 『歎異
抄』 の宿業について語るところに、 本願がついていないところがないのである。 本願と宿
業、 それはどうい う関係なのか。 またそれぞれどうい うふうに衆生に働いているのか。 こ
のところは、「歎異抄」 においてのさまざまな謎を解く結び目になっている。いままでの研
究はこのところに焦点を搾っているよ うである。 これが解ければ、 たく さんの疑問が解け
ていく と思える。 たとえば、 宿業観は暗い、 消極的な宿命観をもたらしがちであるが、 そ
の宿業観がなぜそれほど親鸞によって強調されるのか。 すなわち、 この如来と衆生の間に
なぜ宿業のまなざしを入れなければならないのかとい う問題である。
今まで、 諸先学はこの問題を解明するために心血を尽く し、 努力されてきたようでる。
たく さんの説の中、理解の踏み台になる廣瀬呆と曽我量深の教えをあげてみよ う。 廣瀬呆
は、 「人間の目で見る宿業観は暗い。」 (10) と述べている。 すなわち、 宿業は人間のまなざし
で捉えよ う とする と実体化されるこ とになる。 そのとお りだと思う。 そこに仏典の根拠も
ある。 釈尊が菩提樹の下に一週間座 り、 大いなる真実に出会 うこ とによって悟 りを開き、
如来になった。 悟った内容は、 最初。 三明として表された。 三明の一つは、 すなわち宿命
明 (宿業明) である。 (それは、後四諦と十二因縁にと して理論化された。) すなわち、如来
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仏は衆生にく る。 宿業の内に於て如来と衆生がある。」 (11) 宿業の中にこそ、 私たちと本願
と出会う場がある。 如来の不思議はわれらの宿業を通して感じさせられる。 宿業を通さな
ければ、 本願の不思議を知るこ とはできない。 これも私たちが親鸞の宿業観を理解するう
えでの重要な足がかりだと思う。『教行信証』に引用された善導の二種深信についての言葉
もそれを裏付けている。(12) 信は如来より賜った信心である。 衆生の身にいただいた信の中
に、 宿業と如来とっながり、 またこの信の中に、衆生と宿業、 衆生と如来とつながる。
仏教の基本原理にもっ とも導いて くれる教えは、『教行信証』 の中での親鸞の次の言葉で
ある。
「弘誓強縁多生巨値」 「遠慶宿縁」 (注　 宿は、 仏教用語として、過去世を意味する。) (13)
弘誓と宿業は縁によって重なっている。 また、 「値う」 と 「慶ぶ」 の主体によって、衆生





ち、 六道をめぐ り輪廻転生を続ける。 いわゆる生死流転はそれを意味している。 業に善業




業とい う。 それは人間を浄土にいかせる。 人間に真の解脱を与える。 (浄業一 清浄なる
業。 如来の働きによって生じる業。 浄土とは清浄業に感応される国土である。)
仏教以前に流布していた宿業観においては、 業は人間の計らいを超えて、 固定不変な因
果応報をもって、 人々の運命を操る。 それは固定不変な因果応報を強調し、 消極的な宿命
観をもたらす。 それに対して仏教の宿業観は縁起を強調し、 変化する可能性をもたらす。
仏教は今までの宿業観を説きながら、 その宿業観そのものの中にすえられた消極的な宿
命観をひっ く り返すきっかけを用意している。 そのきっかけは、 即ち縁起である。







の宿業観は、六道のイ メ ージ、 地獄の極苦、 宿業の恐ろしさを語るが、 縁起によれば、 そ
のナベては、非有非無である (有でもない無でもない)。 非有とは、有形のものとして、 こ
だわっていけないものである。 非無とは、 無視してはいけないとい う意味である。すなわ
ち、 隠顕二意があり、 有形のものとして語られるのは、顕意である。 その顕意は、縁起に




り捨てた。 切り捨てるべきものを切 り捨てずに従来のままに受け止めたために、 「歎異抄」
の宿業観の解釈が藪に入ってしまうようである。 今までの常識的な業についての受けとめ
方に、 業を悪いもの、衆生側のもの捉えているのは大きな誤解があると思われる。
縁起思想は、 宿業観を通して、 人生のすべてを救済の機縁に結び、 救済への通路を開い
ている。 「業因業生業因業滅」 (14) 業は業によって生じ、 業によって滅し、 また業そのもの
によって転じられていく 。 「業因」、 「業果」、 「業縁」 等の言葉に見られるよ うに、業そのも
のは因であり、 果であり、 また縁である。 業は縁でありながら、 業そのものも縁によって
生じ、 縁によって滅し、 また縁よって転じられていく のである。
縁起によれば、 人生のすべては縁である。 執着心は煩悩の根源でありながら、 それも救
済される縁である。 「一切無明煩悩等結悉是仏性」 (15) 「如人乗馬亦愛亦策。 (中略) 愛故受生
厭故観行」 (16) 人が馬に乗るときは、 愛しながら鞭打つ。人生を愛着すればこそ、 それを自
己のものとして受け入れよう とする と、 厭いを生じ、 最もよいものを求めるために仏道に
励む。 「高原陸地不生蓮華、卑湿汚泥乃生蓮華。是喩凡夫在煩悩泥中、為菩薩開導能生仏正
覚華。」 (17) 罪悪煩悩の泥沼にもがいているからこそ、 蓮の花を咲かせる可能性がある。
仏教の宿業観は、 縁起によって消極的な宿命観を切り捨て、 仏教以前の宿業観に質的な
転換をもたらした。
親鸞の他力の救済が、 仏教の宿業観を空間的 ・時間的背景にして展開されたこ とは、親
鸞の言葉の背景を探っていけば、異議のないこ とだと思う。 『教行信証』 にも 「業」 という
言葉をたく さん使われるし、 「業因」、 「業縁」、 「業果」、 「業系」 等の言葉も表れる。 ところ
が、 親鸞の著作の中で、 引用文にも、 自身の言葉にも、 六道の具体的なイ メージ、宿業の
恐ろしさを表す言葉は、 ほとんどない。 親鸞の著作のなかの業の言葉は、 罪悪煩悩の根深










浄業とい う言葉である。 この言葉の最初の出所は 「観無量寿経」 である。
「汝当繋念諦観彼国浄業成者。 我今為汝、広説衆響、 亦令未来世一切凡夫欲修清浄業者、
得生西方極楽浄土。 欲生彼国者、 当修三福。 (中略) 如此三事、 名為浄業。」
「如来今者、 為未来世一切衆生為煩悩賊之所害者、説清浄業。(18)」
清浄業について隠 ・顕とい う二元的な意味を語っているこ とから。従来浄業は如来のも
のか衆生のものかと、 受け止め方が二つにわかれている。 すなわち、 浄業は所観 (観され
るもの ・如来) にあるか、 それとも能観 (観ずるもの・衆生) にあるかとい うこ とである。
それに 「此三事 (修三福) 名為浄業」 と断言しているこ とで、 「浄業は能観にある」 という
捕らえ方が圧倒的に多かった。 善導こそ 「浄業は能観にある」 とは方便であると釈尊の真
意を と らえたO(19)　 、
親鸞は 『教行信証』 の 「化身土」 巻に 『観無量寿経』 の隠 ・顕二意を明らかにし、 浄業
は阿弥陀如来のものだと断言した。(20) それによって、 浄業の能源を明らかにした。 「教行
信証」 の中で、 親鸞は 「清浄」 の 「浄」 を意図的に如来のものとして使っているようであ
る。 た とえば、 「二河白道」 のなかで、浄土の道である 「白道」 を 「選択摂取之白業」 とし
て と らえ、 「浄」 を如来のものを現す 「白」 と してつかっている。 (21)





に書き返す。すなわち、 「浄鏡」 を 「浄影」 にとい う連体修飾語のあとの修飾された内容を
置き換える。そこに、いっそ う親鸞の 「浄」 という言葉へのこだわりが伺えると思う。(「浄
鏡」 の浄は常識的なきれいさを表すことに対して、 「浄影」 の浄は世間と次元的に異なる如
来のレベルのこ とを表す。)
浄業、 この言葉の介入によって、 業は新しい深い源を得て芯から色を変えた。 業は業の
ままにその働きが転換させられ、 衆生への束縛力が解かれた。 衆生を機土に引きずり込む
力が衆生を浄土へ導く力に転じられた。 衆生は宿業が内在するままに、 業の操りから解放
さたのである。 宿業さえ転じさせられるところに、 いっそ う本願の不思議な 「転悪成徳正
智」 (24) を感 じ させられる。
本願の不思議という こ とについて、 『歎異抄』 の歎異について。従来の解釈、異な りを嘆
く とい う受けとめ方のほかにも う一つの読み方が可能だと思う。 私見ではあるが、歎異を
不思議を感嘆するとのとらえる読み方である。 その理由は次の三つある。 一は漢文では嘆
く のを表す漢字と、 賛嘆、 感嘆するこ とを表す漢字を 「嘆」 と 「歎」 に使い分けている。
「嘆」 は口でため息を漏らすのを表すのに対して、 「歎」 の 「欠」 は気持ちのよい表情を表
している。 例えば 「歓」、 「欣」。 表情を表す漢字の象形文字は顔の形に由来する。 たとえ
ば、 「苦」 「哭」 「眼」 などがそれにあたる。二は 「異」 は確かに異な りを表すが、 それは自
己を超えるものを表す文字である。 雛形は、 両手で高く上げるイ メージを表す。 三は 『歎




の不思議さを感嘆する」 と。 「歎異抄」 の全体の内容を見ても、他者への非難より、本願の
不思議さに重さを感じ られる。









「宿業と三帰依」 について 『歎異抄』 の rうみかわに、 あみをひき、 つりをして、世をわ
たるものも、 野やまに、 し しをか り、 と りを と りて、 いのちをつ ぐと もがらも、 あきない
をも し、 田畠つく りてすぐるひとも、 ただおなじことな り。」 という文を手がかりにして、
追求してみたいと思う。




人間救済の立場だと思う。「詰はよろづのものを う りかふものな り、これはあき人な り。(中
略) みないし、 かはら、 つぶてのごと く なるわれらな り。」 (25) こ こでの 「あきひと」、 「下
類」 とは、常識的な社会身分制のなかの人間の中での一部分を意味ナるのではなく 、 (注
「よろづ」、 万である。) 万法一如の万、 「如」 に対して 「有」 を、 超世間に対して世間を、
如来に対して衆生を意味する。 大いなる真実を一如といい、 それに対して、 すべての現象
を万法とい う。 「よろずのいきたるもの」 は、世間に生きているすべての命を意味する。そ
して 「- われらなり」 といわれたようにその中に自分自身も含まれている。 したがって、
この 「同じ」 は、 先に述べた人間の絶対平等性のまなざしである。悪として存在の絶対平
等性と救済される絶対平等性とい う二重の平等性である。 仏教の宿業観にはそ ういう根拠
がある。 それは次の二つ面で説かれている。 一つは人間になる条件である。(16)
「一者不殺。二者不盗。三者不邪婬。 四者不妄語。五者不綺語。六者不両舌。七者不悪逞
口。 八者不貪。 九者不眠。 十者不邪見。 於十善業。 訣漏不全。 以是十業。 得人趣報。」 (26
『大蔵経』 第一巻　 893 「仏為首迦長老説業報差別経」)
経典に拠れば、 人道に生きる人は十戒を貫いて守りながら、 十善を果たせずに。 中途半





顕二意の仏教の教えの特徴が伺える。 普通、 戒律を定めるのは、 対象を制約するためなの




ずから現れて く る。 このよ うに見れば、 生死流転といえども、今人間界で生きている私た
ちにとって、 人間の身を得るこ とは二度とありえない。 その不可能性によって得られる悪
としての平等性である。
その二は、 地獄の条件がもたらしているものである。 そう した人間の今生の後の行方は
どこ か。
「一者身行重悪業。二者口行重悪業。 三者意行重悪業。 四者起於断見。五者起於常見 (筆
者注　 断見と常見は、 非常非無常という仏教の中道に反して、常と無常の両極端に執着す
るこ とである。) 六者起無因見 (万有諸法は原因なく して生ずると主張し、執着する)。七者
起無作見 (仏教の自然の無造作を極端的に強調し、造作を空無と して否定する)。 八者起於
無見 (空無に執着する)。 九者起於辺見。 十者不知報恩。」 7゜)
という地獄に行く条件がここに用意されている。 そ ういう宿業の条件でいえば、 地獄こ
そ私たちの来世の唯一の行き場である。 逃れられる場もなく 、 人間であれば逃れるこ との
できるものはいない。 生死流転する人生が終わらない限り、 地獄に行く こ とは、 免れない
ことである。 (筆者注　 人間になる業報について、総報と別報の説がある。六道の中で人間
道に行く こ とは総報による。 人間道の中での貴賤、 賢愚、美醜等は、 別報によるとのこ と
である。 別報は人間の差別の眼差しに応じて説かれる方便である。)
「いずれの行も及び難き身なれば、 とても地獄は一定すみかぞかし」 という 『歎異抄』 の
言葉は、以上のよ うな仏教の宿業観によって裏づけられていると思われる。 「一失人身万劫
不復」 (28) 「弘誓強縁多生巨値、 (中略) 此廻覆蔽迷網、 更復巡歴礦劫。」 (29) すなわち、 「礦
(空・絶) 劫 (時間単位、刹那に対して数え切れない大時)」 というように時間が絶しない限
り、 「無有出離之縁」 (30) 六道の中をめぐるほかにない。 六道といっても、 地獄に生きるほ
かにない。
人間存在の立場に立ち、 人間と しての限界を思い知り、絶望のどん底に落とされ、 もは
や道は絶した。 悪としてしか存在しない自己に深く うなずき、地獄のほかに自己の住む場
がないと思い知り、 なすすべもないとき、 如来の慈悲のまなざしは人間の尊い可能性を見












末奴沙 (人の別名)。 (中略) 多騎慢故名人。以五趣中騎慢多者無如人故。 (中略) 能寂静意故
名人。 以五趣中能寂静意無如人者。 (中略) 人有三事勝於諸天。 一勇猛。 二憶念。三梵行。
勇猛者。 謂不見当果而能修諸苦行。 憶念者。 謂能憶念久時所作。 諸説等事分明了了。 梵行
者。 謂能初種順解脱分順決択等殊勝善根。 及能受持別解脱戒。 由此因縁故名人趣。(31) (32)
経典にはさまざまな人の特徴があげられている。その中にもっ とも救済の縁を結ぶのは、
罪悪 ・煩悩、 そして抵愧である。 六道の中で人間こそ自身の存在を罪悪と して受けとめら
れ、 またそれを煩悩として感じ と り、 更に晰愧に転じさせられる可能性を持っている者で





「かならず煩悩のこお りとけ　 すなわち菩提のみずとなる」 (37)
人間こそ、 「本願大悲智慧真実恒沙万徳の大宝海水」 に転じられる 「無明の川水」、 「功徳
の水」 に転じられる 「煩悩の氷」、転じられ 「徳をなす」 「悪」、溶けて 「菩提の水」 となる





人間界に受生するこ とは、 六道の迷いを脱し、 永遠の生を得る唯一のチャンスなのであ
る。 人間の身になるこ とは、 あ りがたい救済の機縁に恵まれるこ とである。 人身を受ける






ば、 さ らにいずれの生においてこの身を度せん。」 この人生こそ、宿業に縛られ、生死流転
する此岸から、解脱の彼岸への道をたどる唯一のチャンスである。 その道を求める人間に
はまず三帰依の道が用意されている。仏教の宿業観は、 衆生の恐ろしい宿業の闇への恐怖
を、 宿業の操りから脱出する願いに転じさせ、 さ らに脱出道である三帰依を与える。







三帰依の道は、 宿業の操りから解放され、 もっ とよい人生を求める衆生の願望に応じて
与えられた道である。 それは私たちの実人生の中に見える道、 自己の足で歩かなければな
らない道である。 また、 それは仏縁であり、 宿業を縁にして、 衆生を仏道 ・涅槃道に導く
道である。
人身受け難し、 いますでに う く 。 仏法聞き難し、 いますでに聞く 。 この身今生において
度ずんば、 さ らにいずれの生においてこの身を度せん。 大衆もろともに、 至心に三宝帰依
し奉るべし。
自ら仏に帰依したてまつる。 まさに願わく は衆生と ともに、 大道を体鮮して、 無上意を
発さん。
自ら法に帰依したてまつる。 まさに願わく は衆生と ともに、深く経蔵に入 りて、 智慧海
のごと く な らん。




三帰故則知仏性決定涅槃。」 (39) と 『涅槃経』 の言葉を持って示している。 こ こに帰依する
側と帰依される側の二元性が語られている。 帰依する側である衆生はまず生死を怖畏する
故に三帰を求める。 それは衆生の願い (人間の計らい ・世間 ・形のあるもの)。 しかしそれ
をもってのゆえに仏性 ・決定 ・涅槃 (大いなる真実 ・他力 ・如来 ・超世間 ・無形) になる。
そ して、 帰依される側と しての仏 ・法 ・僧も同じように衆生の願いに求められる対象の一
面 (人間の計らい ・世間 ・形のあるもの) と仏性 ・決定 ・涅槃 (大いなる真実 ・他力如来の
知恵 ・超世間 ・無形) という一面を持っている。 即ち、 三帰依の道は仏教の宿業観と同じ








実人生の感覚を以て歩むことができそ うな道である。 ところが、 「易往而無人」 (40)。本当の
道を見れば、そこに自己の足で歩いている者は一人もいない。なぜか。 「其国不逆転、 自然
之所牽」 (゛ )゜。 その国は人間の計らいでいけるところではなく 、 自然に引かれていく ところ
だとい う。 自我の計らいを働かせている人間の本質的な虚仮によって、 三帰依の道は常に
人間の打算に方向を変えられている。 人間はそれぞれ自己の思い込みによって道を定め、
違う道を歩いている。道が捻じ曲げられ、真の行方が塞がれ見えなく なる。 「大道を体鮮し








非諸天世人帰依処。 (中略) 讐如闇中有樹無影。 (中略) 汝不応言有樹無影。 但非肉眼之所
見。 (中略) 如来亦爾。 其性常住不変異。 無智慧眼不能得見。 如彼闇中無見樹影。」 (41)
衆生の自力の三帰依を、 闇の中の樹とその影を見るこ とに喩えている。 闇の中の樹の影
は、 肉眼では見えない。 「名一義異者、 仏常法常僧常。」 (42) 帰依する対象である 「仏 ・法 ・
僧」 は無常 ・世間的な一面を持ちながら、 常 ・超世間的な一面をも持っているはずである
が、衆生の目には、 常 ・超世間的な一面が見えない。 そ ういう人間の計らいのところに止
まれば、 真の帰依すべき処 ・真実の彼岸に到達できない。 でもだからといって三帰依の道
が無用だとは言えない。 「涅槃経」 の原文は、 次のようである。
「一切衆生怖畏生死故求三帰。以三帰故則知仏性決定涅槃。讐如群鹿怖畏猟師。既得免離
若得一跳。 一跳則喩一帰。如是三院則喩三帰。 以三跳故得受安楽。」 (43)
釈尊は、 三帰依を求める衆生のこ とを、猟師を怖がる鹿の三跳びに喩えている。 一跳び
を一帰依に喩える。 三回跳び、安楽を得られる。 猟師に喩えられる四魔は、 罪悪煩悩など
の人間存在が持っているものである。 三跳びとは、 外の危険から逃げるのではな く 、 今ま
でみえなかった自身存在、罪悪煩悩として存在する生の現実を三帰依の仏縁により如実の
ままに見る立脚地を得られ、 立脚地が次元的に高められることによ り、 真の救済 (仏性決
定涅槃) を得られるこ とを意味しているのである。 「知真実法身、 則起真実帰依也。」 (“)樹
と影が同時に見えるのは、光によるが如く 、 「仏 ・法 ・僧」 の常 ・超世間的な一面が見える
のは、 他力の光によるほかない。 三帰依の道の方向を真実の彼岸に行く よ うに保障してく
ださるのは、ご存知の二河白道に現された如く釈尊の慈悲であり、阿弥陀如来の智慧である。
四　 宿業と他力の救済
次は 「歎異抄」 の十三章の 「ひとへに賢善精進の相をほかにしめして、 うちに虚仮をい
だけるものか」 とい う言葉を手がかりにして、 宿業と他力の救済について追求していきた
いと思 う。
この文の前に 「なんなんのこと したらんものをば、 道場へいるべからず」 と、 何か悪い
こ とを したものは念仏の道場に入ってはならないとい う具体的な例をあげたので、 この文









性侵め難し、 事、 蛇鰍に同じ」 (45頁)
これは引用された善導の 『観無量寿経』 の 「誠」 とい う言葉についての解釈である。原
文は次のよ うである。
「不得外現賢善精進之相内懐虚仮貪眼邪偽奸詐百端悪性難侵事同蛇獄」
漢文では 「不得」 は禁止の意味合いである。 原文は句点と読点をつけていないので、 句点
と読点のつけ方によって次の三つの意味合いに受け止められる。
1　 不得外現賢善精進之相内懐虚仮貪賦邪偽奸詐百端悪性難侵事同蛇鰍。(外に賢善精進
之相を現じ、 内に虚仮を懐いて、 貪眼邪偽、奸詐百端、悪性侵め難し、 事、蛇録に




事。蛇鰍に同じ) 「得ざれ」 は 「虚仮」 の後ろに出る。外現賢善精進之相内懐虚仮と
いう表と裏は一致しないこ とを禁止する。
3　 不得外現賢善精進之相。内懐虚仮貪瞑邪偽奸詐百端悪性難侵事同蛇鰍。(外現賢善精
進之相 「外に賢善精進之相を現ずるこ とを得ざれ、 内に虚仮を懐いて、 貪眼邪偽、





1　 人間の計らいの働きが要求されている。 禁止されたこ とは人間の努力が可能である
こ とが前提になっている。
2　 禁止される範囲以外の人間がいるとい うニュアンスが含まれている。 そ う したら、
守れるものと守れないものの差別、 善悪の差別が免れない。 すなわち、 差別のまな
ざしが言葉そのものの中に潜んでいる。
親鸞の受け止め方によれば、 以上の二つは除かれる。 虚仮、 悪と しての人間存在を断言
した。虚仮、悪になすすべもない人間存在である。もはや人間の計らいが働く余地はない。
人間の働きが無効である。 また、 除外されるものは一人もいない。 人間であれば誰も例外
な く 、 収められている。 言葉の内容の範囲以外には、 もはや人間が存在する場はない。 人
間に要求されたのは、 ごまかさずに自身の悪としての存在を直視することだけである。







人のかたちをふるまはざれ、精進なるすがたをしめナこ となかれとな り。そのゆえは、 「内
懐虚仮」 なればな り と。 内はうち といふ、 こころのうちに、 煩悩を具せるゆえに虚な り、
仮な り。 (中略) いまこのよを如来のみのりに末法悪世とさだめたまへゐるゆへは、一切有














む」 (力を貸してもらえる) とい う意味合いになる。親鸞の著作の中の 「たのむ」 は 「憑む」
である。 「馬が走るのは早い」 とい う語源から、身を任せるとい う意味になる。業報にさし
まかせるとはなになのか。 ここは、 業の質的な転換という前提がなければ、運命的な宿業
に任せる意味合いになる。 そ う したら、 業報にさ しまかせて、 ひとへに本願をたのむこと
は、 まず消極的な宿命論に任せ、 そ して本願にたのむこ とになる。
これについて曽我量深の次のように受け止め方は重要な示唆を示している。
「すべてを与えられた業報にさ し任せ随順して、それに逆らわず分別をしない。その業報
に悩まされているものを哀れまれ、 其れを正機と しての如来の本願。」 (47)
随順するのは業報である。 それを救済の機にするのは本願であるとのこ とである。 衆生
は業報にさ し任せ随順して、 其れに逆らわず分別をしないこ とである。 これをふまえて、
考えを深めていく 。 業報は与えられたものである。 その与える主体は何なのか。 すなわち
業報の源はどこか。 それについて 「教行信証」 は曇鸞の言葉を引用して次のように述べて
いる。 「身業 ・ 口業 ・意業 ・智業 ・方便智業、 随順法門 (中略) 此五種業和合、 則是随順往
生浄土法門自在業成就。」 (48 『真宗聖教全書Jn7・296頁』 往生浄土の法門 (注　 菩提門。







仏教の宿業観は, 仏教の人生と人間存在の基本的な とらえ方にもなり, また仏教の人間
救済の前提にもなるものである。 ところが, 人間心理への深い配慮がこめられている, 多
元的な人間救済の考えがこめられた宿業観は, 無明になった人間に働いてく る とき, 無明
のままにと らえられるこ とになる。 真実を見失い, 形の有るものだけに目をと らわれる人
間は, 有と無という両極端に, 物事を捉えるこ と しかできないので, 宿業も両極端に取る
こ とになる。 有にこだわるとき, 宿業は固定不変なものになり, 逃れられない業の束縛に
なる。 無にこだわるとき, 宿業は無い物だと思い, 宿業から人間を救い出す仏教も無意味
なものとする。 結局, 人間を闇から救い出すよ うに働くべき仏教の宿業観そのものも, 闇
の中に引きず り込まれてしま う。
「曹如有病須服薬可治。若薬復為病則不可治。如火従薪出以水可滅。若従水生為用何治。」 (51)
薬を以って, 病を治すが, 薬そのものから病を生じる。 復水を持って火を消すが, 水その
からも火を生じるとい うこ とである。 そ して時代の移 り変わりに従い, 宿業はもはや時代




悲、 智慧、 方便に随順するものである。 それはすなわ本願に随順するこ とである。 前に引
用された法性に随順して、法の本に乖かないとのことである (49頁) 随順は、南無であり、
「南無」 は随順である。 この 『歎異抄』 の文が主張するこ とは、明瞭である。念仏である。
二種深信、 機の深信と法の深信の立場に立ち、 念仏を語っている。 ただの念仏である。 こ
れこそ親鸞に主張される他力だと伝えている。
ここにおいて 『歎異抄』 の中での宿業と念仏の関係もさ らに明らかになって く る。 すな
わち宿業は信心念仏の中の二種深信 (機の深信と法の深信) の機の深信である。 「決定深信
自身現是罪悪生死凡夫、 昿劫已束、 常没常流転無有出離之縁。」 「決定深信彼阿弥陀仏四十






「吾去世後、 経道漸滅、 人民諮偽、 復為衆悪。 五焼五痛、 還如前法。 久後転劇。 不可悉
説。 我但為汝、 略説之耳。 仏語弥勒。 汝等各善思之。 転相教誠。 (中略) 当束之世、 経道漸
滅。 我以慈悲哀愁、特留此経、止住百歳。 其有衆生、 値斯経者、 随意所願、 皆可得度。」 (52)
釈尊は自分がこの世を去ってから人間の計らい、辺見が盛んにな り、改めて人間を捉え。
大いなる真実を伝えにく く なるこ とを予見した。そこで念仏は 『大無量寿経』 の中に深く 、
重く 、 大切に残された。 深く とは顕在の形ではなく 、 重層的な言葉に埋め込んだ形で、 重
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く とは裸の形ではな く 、たく さんの言葉に包んでいるのである。大切にとは 『大無量寿経』
とい う 「此経」 の中に丁寧に納め、 残した。 大切さを感じさせるが、 念仏についての説明
は 『大無量寿経』 の中にしていない。 『大無量寿経』 に深くすえられた真意は、 『観無量寿
経』 によって 「隠顕二意」 によ り、 また 『阿弥陀経』 によって示されている。 た とえてい
うならば、 お土産をあげるとき、 何もいわずにただ丁寧に包装し、 丁寧に手渡す。 大事さ
を感じさせる。そ して、二冊の説明書をつけている。 また、 「百歳までに」 という時間の締
め切 りもある。(注　 百歳について 末法時代の末期に人の寿命は八万歳から百歳までに減




しま う。 「弘誓強縁多生巨値」 (53)
そ して、 いかなる人間の無明をも破る 「無明闇を破る」 慧日と して、 いかなる人間の力
もねじ曲げられない 「最勝の直道」 (54) と して、すべての功徳の中の 「功徳の宝」 (54頁) と
して、 すべての縁の中の最も強力の縁である 「弘誓の強縁」 ( 「増上縁」 とも言う。 対象に
応じて増長する力をもっている) と して、宝の中の宝の 「法宝」 である念仏は、釈尊によっ
て、 深く 、 重く 『大無量寿経』 の中に据えられ、伝え続けられ、 時間と空間の限界を超え









この 「正信念仏偶」 の言葉は、 七高僧によってくみ上げられた 『大無量寿経』 の内実で
あると同時に、親鸞が釈尊の真意を源にしてくみ上げられた念仏の伝統ともいえるであろ う。
「夫顕真実教者、 『大無量寿経』 是也。 斯経題大意者、 弥陀超穂発於弘願、 広開法蔵、致
哀凡小選施功徳之宝。 釈迦出興於世、 光閑道教、 欲批群萌恵以真実之利。」 (55) (念仏) 「通
正 ・像 ・末法之機。」 (56) その強縁は、 煩悩の業因を仏性へと転じ られ、 またそれを仏果と
















名号は、大いなる慈悲 ・智慧 ・力の働きとして、 人間の計らいを超えて、 人々の心身に
響き続き、 信心を生じさせ、 人々に真実に目ざめさせる道を与える。 念仏者は深く 阿弥陀
仏を信じ、 全心身を上げて、 名号を唱える うちに、 信心が守護され、 大いなる眼差しに包
まれ、大いなる命と共に生きる感覚が呼び覚まされる。名号に差別はない。 「不簡貧窮将富
貴　 不簡下智呉高才 不簡多聞持浄戒 不簡破戒罪根深」 (6°)
こ こに次の念仏の特徴が伺える。
1　 具体性と普遍性
具体性- すべての人、 異なる人生体験を持つもの、 異なる時代のもの、 異なる文化背景
を持った者に、 それぞれの生身の人間の体験を縁にして、 受け入れられる。 名号はさまざ
まな人生の中でさまざまな形で働いている。









「真実報土のな らひにて　 煩悩菩提一味な り」 (61) と、
一味になる本願海に
「弥陀の智願広海に　 凡夫善悪の心水も
「帰入 しぬればすなはらに　 大悲心とぞ転ずなる」 (62)









「南無阿弥陀仏」 の救済への道は 「教行信証」 では、川が海にたどるイ メージによって表
わされている。 「凡聖逆誇斉帰入、 如衆水入海一味」 (凡聖、 逆誇、 ひ と し く 回入すれば、
衆水、 海に入りて一味なるがごとし)。 全ての川が入る海、 「逆誇戦閲提恒沙無明海」 とい
う罪悪煩悩の海でありながら、 「転凡聖所修雑修雑善川水、転逆誇戦閑提恒沙無明海水、成
本願大悲智慧真実恒沙万徳大宝海水。」 (64) という転換する場であり、本願他力の海、 一味
(同じ味) であり、絶対平等無差別であり、隔たりのない海である。川は海の吸い寄せる力
によっておのずから低いところに流れていって海にたどりつ く こ とになる。 海は最も低い




罪悪煩悩に満ちた現実の大地に両足をしっかりと踏みしめてたち、 歩き続けていく 。 歩き
ながら絶えず勇気をいただいていく 道である。 泥沼のよ うな生の現実をもがいて生きて行
く 、 闇を抱えもがきながらも。 それに耐えうる力をいただいていく道だと思う。
「悲喜之涙」 に見られるよ うに、親鸞によって伝わった念仏の教えは、ただの言葉ではな
く 、 日本の風土に生かされ、 日本民族の心のぬく も りを帯びる念仏の人生感覚である。 そ










2　 宿業と本願との関係一清浄業とい う言葉の介入によって本願は宿業を浄化し、 業の
根源的な転換をもたらした。
3　 親鸞の宿業観の特徴一方便を希薄化し、真実を顕す。
4　 念仏は、仏教の宝蔵の中の宝として、時間と空間の限界を超えて、 『大無量寿経』 に
よって伝えられている。
私は、親鸞のおかげで、貴重な教えに出会うこ とになった。その教えに心引かれながら、
それに深く頷く こ とができるよ うになるまでに長い年月がかかった。 その間、 『教行信証』
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を繰 り返して読みながらそこに引用された原典もほとんど読んだ。 そ してますます親鸞に
よって伝えられている仏教は釈尊の本心と重なるところがもっ とも大きいと言うこ とを確
信している。 懸愧、 回向、 宿業など、 一つ一つの問題を明らかにしていく過程を経たから
こそ、私は親鸞の 「ただ念仏」 とい う言葉の深みと重みを感じることができた。こ うはいっ
ても決して自分が仏典を読まない方よ りよく親鸞を知っているとは言えない。 それぞれの
ご縁があり。 他者と比べるものではない。 自分自身にとって、長年の学びの中に、 前の自
分より親鸞の他力の救済のありがたさを思い知 り、感謝の気持ちがあふれているとい うこ
とである。 そい う気持ちを抱えて、私はこの論文を仕上げた。 これからもそ う してこの作
業を続けていきたいと思う。
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